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「図書館」ということばから、秋の日の長く差し込む窓ぎわを指定席のようにして本に読みふけった
学生時代が目に浮かんでくる。悩んでは読み、読んでは考え、考えては悩んだ日々を、古びた本の紙の
香りとともになつかしく思い出す。授業に出ることも忘れて夢中になることのできたあの頃の図書館は
私にとって何だったのだろうか。内村鑑三、亀井勝一郎、森有正、倉田百三、阿部次郎、一日・、あの若
き日に図書館で出会った人々が今も私の中で生き続けている。秋の日だまりの中のあの図書館は私自身
だったのだと思う。
滋賀医科大学の図書館は美しい。応対して下さる職員の方々の親切をいつもありがたく思う。午後8
時までの開館は、多くの困難を伴っていることだろうが、平常勤務時間内は多忙な日常業務で身動きの
とれない私達にとっては実にありがたい。感謝して利用させていただきたいと思う。時々、図書館を情
報を得るためだけにのみ利用している現状を反省することがある。人類の知的遺産の深さ、広さに比べ
て、人の一生は短い。これから先どれだけの時間が残されているか分からないけれど、限られた時間の
中でゆるされる限り精一杯吸収したいと思う。
本学の図書館で、私は久松真一の「覚の哲学」に出会う幸運に恵まれた。それは、一言にして尽くせ
ば「形なき自己(無相の自己)にめざめる」ということになるであろうか。日常の業務として、調剤杏
し、患者さんとの応対をし、研究をし、物を書く、その全ての活動が「絶対無(東洋的無、主体的無)」
をくぐって出てくる。物に触れ、人に会う、日常の生活そのものの中に「形なき、無相の、自己ならざ
る自己」が現成し得るはずであるという。薬剤部の窓口で患者さんに出会っておじぎをして「おだいじ
に」と言う。この簡単な挨拶の中に、人間同士の出会についての、また世界の内に有るということにつ
いてのある基本的な自己理解が含まれている。頭を下げるのは、相手に対してではあるけれども、自他
を底から包み込むところの、自他未分の底なき深みの中に向かってである。そこからあらためて向い合
う。向い合いつつ向い合わず、向い合わずして向い合う。自他の向い合いでありながらその向い合い自体が自
己なのである。しかし、頑を下げることが本当に頭を
下げることになっていない。向い合うことが本当に向
い合うことになっていない。 「おだいじに」になり切
っていない。単純な日常のことが真の現実になってい
ない。おじぎをしても人に会うことなく通り過ぎてし
まう。すでに迷い出ているからである。具体的にして
単純な日常の行為、そこから全存在を始め得るかどう
か、それが死活の問題であることを、私は本学の図書
館を介して教えられた。感謝しても尽きることがない。
(薬剤部副部長)
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『愛生』の8月号は、この1月23日に永眠された高島重孝名誉愛生園園長の追悼号であった。 Aさん
から、長島愛生園慰安会発行の『愛生』が送られてくるようになって、 20数年が過ぎる。そのAさんと
の文通の始まりは、京都府庁予防課の0氏から、点訳サークル"六ッ星〝へそれを依頼されたことに
よる。以来、時代の流れに伴って、愛生園は大きく変化し、高島先生の悲願であった長島架橋はようや
く着工の運びになると聞く。
一昨年の11月初め、愛生園を訪れた。 3度目の訪問である。
瀬戸内の海は、ないで静かであった。虫明桟橋からのボートでは、今日、園へ着任という医師と一緒
であった。ボートは、モーターのエンジンを高くひびかせ、あっという間に長島の船越桟橋に着いた。
船着き場はずい分開かれた雰囲気がただよい、すぐ右手にきれいな売店があった。空は青く澄んで、分
館にからまる蔦の緑が美しかった。新しい事務部はクリーム色で明るい。窓口でAさんの案内を乞うと、
しばらくお待ち下さいとよそよそしい。しばらくして、自杖を手にAさんが補導員さんと一緒にみえた。
Aさんと初めて逢ったのは、昭和38年に看護学生の引率で愛生園を訪れた時であった。面会は蔦のか
らまる分館の一階であった。うす暗い部屋の中程に巾の広い板が渡してあって、 Aさんは向う側に座り、
私はこちら側に対座した。板の向う側は、異なった世界に映った。今なお想い出されるのは、面会とい
うにはほど遠い、長く重苦しい時間であった。
そして今、愛生園にはあの当時の暗さや、やり切れない程の重苦しさはみじんもみられない。
白杖を手にしたAさんと坂道を進むと、平屋の不自由合にでた。舎の玄関を上ると、板の廊下が続き、
1つ1つの部屋に表札がかかっていた。部屋はきれいにかたづけられていた。奥さんも盲人であった。
20年振りの会話にはあの分館での暗さはなく、そこには明るい静かな笑いがあった。
Aさんは電話で療友に連絡され、車で島内を案内して下さるという。出かけに電話があった。何かの
手続きのことらしかった。短かいが、心のこもったやりとりが印象に残った。
昭和51年9月の台風17号で、大きな被害を受けたという園内は、道路は補装され、建物はほとんど改
築されていた。各県の県樹が植えられた丘、万霊山などを訪れたあと、光明園を通り抜けて島の向う側
にまわった。途中から車を降りて、雑草の小道を歩き、木造の小屋をすぎると、そこは海であった。向
う岸の瀬溝はすぐ近く、かって入園された人々が、泳いで渡ろうとしたという。本土は、それ程近くに
あった。ここに橋がかかるという。 3人はだまって立っていたO
らいは、新薬プロミンの出現によって治る病気となった。そして、隔離政策から開放政策へと変わり、
本土との間に桶が架かる。しかし、園の人々は、どれ程人間らしい余生を送れるのであろうか。
高島園長就任以来、隔離の収容所から近代的療養所への転換期を経て、ようやくここまできたハンセ
ン病の患者さん達に、長島架橋の完成が新たな光明をもたらしてほしいと願っている。
(滋賀県立短期大学看護部)
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歯科医師会、 21世紀への課題
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1.医大とのアプローチ
「耳鼻口歯科」として吾が国最古の法令と言わ
れる大宝律令にも「体療科(内科) 」などとは分
離して記載されている歯科は、その後の歴史の変
遷を経た今日でも、同じ医療にたずさわりながら、
医科とはその教育において、地域社会の中におけ
る組織・形態において判然と区別されている。し
かも、それはひとり吾が国のみならず、極く一部
を除いて世界各国でも同様の傾向にあるようであ
る。
そもそも、人体の中で自然治癒能力のない歯牙
という硬組織をその治療の対象とし、,しかも国民
の殆どがそれを侵襲されていながら、直接生命の
危機感につながらないという理由からか、低関心
のまゝ放置され、必然、 needやdema:ndの弱い面
には行政サイドの対応も消極的であり、ために国
民への口腔衛生思想の普及や啓蒙には殆ど歯科医
師自身がこれに当り、加えて、人口比にして過疎
であった歯科医師数は、眼前の普遍的な疾患であ
る「むし歯」対策に奔走せざるを得なかったので
ある。特に最近まで全国屈指の歯科医師過疎県で
あった本県では此の傾向が強かったようである。
しかし、近年の高度経済成長の彼は、斯界の技術、
器械、材料等に革命的な変革をもたらし、生活環
境の急変は歯科疾患の変質、多様化を招き、人口
の高齢化、ベッドタウン化による人口増などによ
る歯科医療環境の変化、更に歯科医師の急増、偏
在化等は早急に時代に即応した対策を必要として
いたのである。
偶々、滋賀医大創設を機に、高度の二次的医療
機関として、又、学術研鍵の中核となるべき「口
腔外科」教室の設置を、会の総力をあげて関係各
方面に強く要望したのはそのような背景があった
からなのである。幸いその実現を見、既に地域歯
科医療に数々の恩恵を与えていただくと共に、「滋
."... …J
賀歯学会」の発足は臨学一体の実をあげて斯界に
大きく貢献されている。
医大に隣接する本会付属の二つの施設について
紹介させて頂く。
2.口腔衛生センター
昭和55年、当地に建設された、従来から県下の
広範囲にわたりその実施を望まれながら、種々の
事情から果されていなかった重度身心障害者の歯
科診療の拠点なのである。この事業は昭和43年よ
り県庁前の厚生会館の一室で行ってきたものの、
需要の増大に伴い、関係各方面の協力により当地
に移転したもので、対象児の全身的なハンディを
考える時、医大に隣接する此の地は誠に地の利を
得たと言うべきで、現に医大の口腔外科教室の協
力により大きな成果をあげている。本会会員のボ
ランティア的活動と相侯って年間約9 0 0人(延)
の受診者があり、 55年以来今日まで6 8 0余人が
治療を完了している。他にこの施設のスタッフに
より県内10ヶ所の障害児収容の検診と指導に出向
し、本年度よりは更に在宅重度身障者の検診、指
導も実施している。尚、高齢化社会を迎えて、老
人の歯牙の健康へのアッピールのため「健康老人
の良い歯のコンクール」もこの施設で実施し、そ
のユニークな活動は全国関係方面からの注目を浴
びている。
3.歯科技工士学院
センターに隣接してこの学院がある。歯科独自
の分野として、歯科医学的欠損部に対する補綴技
術を教育、習得せしめて、歯科医療の有力な協力
者としての歯科技工士を育成し社会に送り出して
いる。昭和43年、センターと同じく県庁前厚生会
館に開校したものを、 55年、当地に移転したもの
であり、開校以来3 3 2名の卒業生を巣立たせて
いる。開校以来の充実した教師、スタッフによる
徹底した教育は、卒業生の高い評価として報われ
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ている。
歯科補綴は今日の人工臓器のバイオニヤとも言う
べきで、 1 6 7 5年に作られたという柳生飛弾守
の木床義歯は日本の此の面の卓絶する技術を世に
示したものであるが、伝統に加えて今日の高度化
する技術、材料等は、理工学、人間工学、美学、
生物学的な研究の成果を加えて年々向上し、地域
医療におけるこの学院の果す役割は大きいものが
%m
4.今後の課題
医療をとりまく環境の変化への対応は、医療に
たずさわる以上医科と全く同じである。
最近の顎関節の問題一つをとりあげてみても、
それが歯牙、口腔という範囲にとどまらず人体全
体の問題として大きく考え直されねばならない。
人間誕生からその終葛まで医・歯学は学際的な多
くの課題を抱えている。今般、医大小児科教室の
主唱される「滋賀小児保健協会」 ・にも参加を許さ
れたが、未曽有の高齢化社会を迎えて、吾々も未
知との遭遇を覚悟せねばならない。細分化傾向の
専門技術の中で、 21世紀に向って、医・歯一体の
綜合的な対応は、医大の指導と協力に大きく期待
する歯科医師会なのである。
(滋賀県歯科医師会副会長)
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"横隔膜炎"と"うわごと"
一見何の関連もないように思えるこの二つの言葉、実は英語では共に由来が若干異なるようであるが、
今日では同一の語をもって表わされている。 phrenitis 〔フレニティス〕である。
/
一つは、ギリシア語如叩あるいはQpCリ(phren (o)から来たもので、純粋に「横隔膜」(diaphragm、
ダイアフラム)また「精神」 (mind)とか「心」 (heart)等病名に使われる他、比較的穏やかな意味を
._　/　　　　　/
もって英語のphrenicになっており、もう一つは、 frenziedの意でギリシア語如evtxinos)(phrenitikis)
を源としラテン語phrenetic (us) 、それからフランス語frenetikeを経て英語phrenetic(アメリカ英語では
frenetic)となったもので、 「狂った」 (mad)あるいは「うわごとをいう」 (delirious)といった相
当に激しい意味をもっているのである。
発生的には古いと思われるphren (o)も、勿論それ自身で用いられるのではなく、造語の要素となる
のだが、 phreneticの原義を充分に吸収してむしろ多用されている。
いくつか例をみると、 「分裂した」を表わすSchizo 〔スキtjl　とphrenicでドイツ語Schizophrenic
(精神分裂症)を、通例Alzheimer′s diseaseがよく用いられるが、Presby 〔プレズビ〕 (老人の)を
冠して同じくドイツ語Presbyophrenie (老人性痴呆) 、あるいはphrenology (骨相学)といった変りだ
ねの他多くある.
ついでに触れると、英語のfranticは、古いフランス語frenetikeが中世英語時代に′e ′が′a′に
なってfrantike　という形で入って来たものである。 (久)
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西端執一書「耳鼻咽喉科学」
友　吉　唯　夫　圭
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西端額- (にしはたきいち)の『耳鼻咽喉科学』は、総論が1 9 38 (昭和13)年、各論が翌1939
年に初版が出た。さほどの年数を経ないうちに"西端の耳鼻科〝として、有名かつ重宝な学術書となっ
た。発行の書韓は鳳鳴堂書店(永井幸一郎社長)で、今も東京都文京区で医書出版を続けている。前年
の1 9 3 7年には大手出版社たる南山堂書店から、北大の番宗我部寿による『新耳鼻咽喉科学』が出て
おり、医学生の少ない時代であるから、鳳鳴堂の杜轟をかけた出版であったと思われるoというのは総
論294ページで303図、各論509ページで41 7図、ともにカラー図版多数、総アートの立派な
本を造るには、日中戦争中で、資材の調達にも苦心があったからであるo
西端儀一はすこし変った経歴の人である。東京大学にて岡田和一郎(初代耳鼻科教授) 、吉井丑三郎
のもとで勉強していたが、関東大震災(1 9 2 3)のため京都大学-移り、星野貞次の指導を受けたの
ち、慶応義塾大学教授となった。本書のように医学用語はドイツ語を用いての日本文というスタイルは、
当時他の医学書でもよく用いられたものである。図は鼓膜の区分法を示している。また文中(中村登教
授)とあるのは、当時の京都府立医大耳鼻科教授、現滋賀医大中村恒男病院長のど尊父であるo
(文中敬称略)
64　　　　　　　　　　　　　J[　　II　　　抄
耳鼻咽喉科翠
各　　論
座戯雅塾大挙打率部教授
ffiiaSl那　画嗣囲7日
鳳鳴堂書店賛行
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開発と保存のほざまで
滋賀愚埋蔵文化財センター
谷　垣　　　勲
県立図書館、近代美術館に続いて、県文化ゾー
ンの一角にある埋蔵文化財センターを訪ねた。埋
蔵文化財センターは昭和55年4月1日に開所、昨
年6月から玄関ロビーに埋蔵文化財を展示して一
般公開を始めた。
近年、地域開発がめざましい滋賀県では、急増
する開発事業にともなって追跡の発掘件数が増え、
出土物がたいへん多くなってきた。ところが,こ
れら出土物を集めて保存する施設がこれまで県下
になく、調査研究の妨げになっていた。こういっ
た事態に対処するため、埋蔵文化財センターが建
設された。センターは、埋蔵文化財の保存活用の
ため、その実態調査や発掘調査の実施、調査研究
資料と発掘資料の整理・保存、調査成果の公表や
県内からの埋蔵文化財についての相談、といった
ことを主な業務にしている。
発掘事業は、追跡の分布調査から始まり、発掘
調査、実測作業、出土品の洗浄、土器の接合・復
原・補修、写真撮影、観察・実測、科学保存処置、
? ?
製図、資料保管をへて一般に公開される。昔から
の言い伝え、文献資料や専門技術者等の分布調査
のはかに、地元の人が持ち込んだ土器の破片など
を調べて追跡の場所が決まる。センターでは、埋
蔵文化財を見つけたら、連絡してほしいと呼びか
けている。これは、発見した土器などを勝手に拾
得すると、迫失物法に違反するからである。我々
が案内された収蔵室には、発掘現場で集めた土器
の破片が入っているビニール袋がたくさんあった。
破片には復原の手がかりになる印が1つ1つ付い
ていた。また、 1階の玄関のロビーには、整理が
すんだ出土品が時代別に分けられ陳列ケースに入
って展示してあった。
前にも言ったように、滋賀県では急増した開発
事業にともなって発掘調査する追跡の数は年々増
加し、昭和57年度からは年間1 0 0件を越えてい
る。特に、名神高速道路、東海道新幹線、湖西線、
北陸自動車道、京滋バイパスなどの鉄道・道路の
建設事業、は場整備事業、住宅建設事業に関連し
JU
一騎
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た発掘調査が多い.最近は、斑琶湖総合開発関連
の発掘も増えている。このように開発の波に追わ
れながら発掘事業が行われている。工事を中断し
て追跡を掘り起こす緊急発掘が多く、たとえ迫跡
の全容を解明しても、そのまま保存することは無
理で調査が終わると壊すことになってしまうので
大津宮関連の瓦
ある。また一方、現場の技術者や発掘担当者には、
最後は壊すとわかっていても迫跡を掘り起こして
歴史の謎を解明したい、そんな気持ちもあるよう
だ。現在の発掘は、開発と保存、この2つの相反
する課題にいつも直面して行われているのである。
現在、県内には約3,0 0 0件の追跡があって、
そのうち部分的なものを含めて約4 0 0件の発掘
調査が終わった。これからも発掘は続くわけで、
埋蔵文化財センターの役割はますます重要になるo
それにつれて、センターの体制や資金面の充実が
望まれる。県当局は、文化ゾーンに県立図書館、
埋蔵文化財センター、近代美術館を建設して、県
下の文化教養の高揚に努めたが、埋蔵文化財セン
ターに限らず、これらの施設が宝の持ちぐされに
ならないように、当局の援助と熱意を期待したい。
埋蔵文化財センターは、前述の玄関ロビーを一
般公開し、普及、啓発に努力している。しかし、
公開は、平日は午前10時から午後5時、土曜日は
午前12時までが開館時間で、土曜日の午後、日曜
日、祝祭日は休館になっている。センターは建物
建設時に調査研究機関であるということで公開施
設(展示場)を併設していないために、日曜日や
休日の開館は管理・運営面から今のところ考えて
いないという。利用者の立場からすれば、時間的
余裕のある日曜日や休日の開館と現在の施設に隣
接して、考古資料館のようなものの建設を考えて
はしいと思う。そうすれば、埋蔵文化財センター
が身近かな存在になり、埋蔵文化財に対する関心
と理解が深まると思うのである。
古代の近江は、わが国有数の鉄の生産地だった。
弥生時代まで鉄の生産はさかのぼれるらしい。大
学の近辺でも古代の製鉄追跡が見つかっている。
大学から南約70 0mの源内峠(夫津市)で7世
紀後半、白鳳時代の迫跡が見つかったし、京滋バ
イパスの建設に関連して発掘調査した野路小野山
退跡(草津市)では、奈良時代の製鉄所の過横が
確認された。機会があればぜひ訪ねてみたいもの
である。
(図書課運用係)
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オンライン検索の最大の利点は、ぼう大な情報量の中から自分が欲しい文献を短時間で見つけられる
ことだと思います。マニュアル検索で1日あるいはそれ以上かかる仕事が、わずか数分で終わってしま
うことがあります。その時間的差は、たとえて言うと、大阪から東京まで、新幹線を使うことと各駅停
車の普通列車を乗り次いで行くことに似ている感じがします。新幹線は、短い時間でわき目もふらず、
まわりの景色にも気をとめることなくただ目的地-スピードを上げて走ります。各駅停車の電車は、特
急や急行列車に抜かれながらゆっくり進み、その間車窓の風景をながめることができます。そこで珍し
い風景を見つけることもあります。こういったことを文献検索にあてはめると、オンライン検索では、
短時間で目的つまり、欲しい文献のリストを目にすることができます。マニュアル検索だと時間がかか
りますが、思わぬ拾い物の文献を見つけたり寄り道をしたりしながら考え考え、文献リストを作ること
になると思います。時には、文献を追うのを止めて考えをまとめることができます。コーヒーを飲みな
がら頭の中で整理します。 (閲覧室では飲食はできません、念のため) 0
このように、オンライン検索にも、マニュアル検索にも一長一短があります。医学が専門化、細分化
Lで情報量が増大してくる状況では、オンライン検索の需要はますます増えると思われます。
滋賀医大図書館にオンライン検索のJOISが導入されて7年あまりになります。今や、オンラインの
情報検索が、主要な文献を探す手段になった感がします。文科系出身の私も、コンピュータで論文が見
つかるのかなと半信半疑でしたが、実際にやってみてヒット文献が出てくると、なるほどよく見つかる
ものだと感心するようになりました。そんな時は、リズミカルに鳴るプリンターの音が心地よく聞こえ
ますが、逆に、利用者の求める文献が出ないときは、思わずプリンターのスイッチに手をのばしかける
ことがあります。しかし、理性がそれをおしとどめます。
さて、 JOISの利用者の反応は様々です。自分の文献が出ると指をさす人、また、出てこないとおか
しいと頭をかしげる人、一つ一つ文献にうなずく人や、じっと目で追う人など、人それぞれの反応をあ
らわします。そういった利用者とともに、 「電気がなけりゃ四角な置き物」と言われるコンビ3.-夕と
対話しながら、検索をしているわけです.検索が終わると、緊張でひきつった顔面をマッサージしてホ
ッとため息をついている.今日この頃です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(勲)
F脊-・* ,.T、^1雲』
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8/6
図書館の活動(60.8.1-ll.30)
近親北部地区国立大学図書館機械化　10/14　　　近戟地区国公立大学図書館協議会第10
ネットワーク協議会開発委員全　　　　　　　　　　回館長・事務(部・課)長連絡会議(奈良)
(京大　　　　　　　　　　　　　　1 1/ 5　　　昭和60年度大学図書館職員講習会
8 / 8　　　学術雑誌発行のための準備委員会　　　　　　　　(阪大)
8/29-30 JOIS研修会(大阪　　　　　　　　11/8　　　附属図書館委員会(第4 4回)
9 / 9 -19　近畿地区(A)国立学校事務電算化担当　　　　　　　　滋賀医科大学雑誌編集委員全
職員研修会(京北町・京大　　　　　11/29　　　第5回東京大学文献情報センター・
9/30-KK4　第5回国際医学図書館会議(東京) シンポジュウム(阪大)
圃圏圏圏
◎　量とスピードが最優先される社会で子供までが心をうしない多忙な日々を送っているという。多く
の情報が心にしみいるいとまもなくそそくさと通り過ぎてゆく。そういう中でもふと歩みを止めて深く
思い沈むにふさわしい季節、晩秋。 24号にはこの季節にピッタリのエッセイ2編が寄せられました。
◎　○○古墳から××発見さる〝　暗いニュースの多い中で、古代へのロマンをさそう報道にアナウン
サーも心なしか声が弾んでいる。素人もマニアもそれなりに想像、推理を働かせて楽しむ。しかし専門
家の仕事は広範な背景知識は勿論、出土品の洗浄、接合、科学保存処置等、体力と根気のいるものであ
る。そういえば遺跡から発見された人骨の年令、性別等の判定には「歯」が重要なポイントになるとき
いた。 「人体の中で自然治癒力のない歯牙」大切に。　　　　　　　　　　　　　　　　　　(辛)
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